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第 110 回日本内科学会四国地方会  6/8 徳島 

3. 化学療法導入により全身血栓塞栓症を引き起こした心臓原発悪性リンパ腫 

江田雅志*, 酒井 瑞, 佃 月恵, 穴吹和貴, 池添隆之, 砥谷和人, 横山彰仁 

 

4. 複数の免疫抑制薬が奏功した造血幹細胞移植後の肺胞出血合併特発性肺炎症候群の 1 例

高岡誠人, 竹内麻子, 池添隆之, 宮本真太郎, 金 月恵, 穴吹和貴, 酒井 瑞, 大西広志, 

窪田哲也, 横山彰仁 



第 51 回日本呼吸器学会中国・四国地方会  7/11-12 島根 

5. IV 期肺腺癌の無再発経過観察中に出現した異時性肺多発癌の一例 

有馬直輝*, 河瀨成穂, 穴吹和貴, 酒井 瑞, 宮本真太郎, 大西広志, 窪田哲也, 久米基彦*, 

横山彰仁 

 

第 111 回日本内科学会四国地方会  11/30 愛媛  

6. 家族性骨髄異形成症候群の 1 例 

猪谷哲司*, 森 正和, 高岡誠人, 荻野慶隆, 池添隆之, 横山彰仁 

 

【座長】 

第 22 回日本呼吸器内視鏡学会中国四国地方会  2/15 岡山 

気管支鏡生検、病理診断② 

大西広志 

 

第 53 回日本血液学会中国四国地方会  3/1 徳島 

リンパ腫、その他 

池添隆之 

 

第 110 回日本内科学会四国地方会  6/8 徳島 

血液 1 

谷口亜裕子 

 

第 51 回日本呼吸器学会中国・四国地方会  7/11-12 島根 

その他 1 

窪田哲也 

 

第 52 回日本呼吸器学会中国・四国地方会  12/13 香川 

教育講演 (薬剤性肺障害～症例から学ぶ診断のコツ～ ) 

横山彰仁 

 

初期研修医セッション（肺腫瘍 4） 

窪田哲也 

 

第 111 回日本内科学会四国地方会  11/30 愛媛  

血液 3 

森 正和 



研究助成金 
 

1. 平成 26 年度科学研究費助成事業 基盤研究（B）：研究分担者 横山彰仁 

「国際共同研究による間質性肺炎の新規バイオマーカーの開発と創薬の試み」 

 

2. 平成 26 年度厚生労働科学研究費：研究分担者 横山彰仁 

「新型インフルエンザ等新興・再興感染症研究事業.成人の重症肺炎サーベイランス構築に

関する研究」 

 

3. 平成 26 年度科学研究費助成事業 基盤研究（C）：研究代表者 窪田哲也 

「ヒト MUC1 発現マウスを用いた肺障害モデルにおけるバイオマーカーの動態解析」 

 

4. 平成 26 年度科学研究費助成事業 基盤研究（C）：研究代表者 池添隆之  

「トロンボモジュリンの血管内皮保護薬としての臨床応用に向けた分子基盤の解明」 

 

5. 平成 26 年度科学研究費助成事業 基盤研究（C）：研究代表者 大西広志 

「肥満による喘息悪化機序の解明-CD8 陽性 T 細胞との関係」 

 

6. 平成 26 年度科学研究費助成事業 若手研究（B）：研究代表者 谷口亜裕子 

「悪性腫瘍における新規癌ウイルス感染実態の解析と発癌との関連について」 

 

7. 平成 26 年度科学研究費助成事業 若手研究（B）：研究代表者 西岡千惠 

「テトラスパニン CD82 を標的とした新規白血病治療方法確立のための基礎研究 」 

 

8. 平成 26 年度受託研究費(独）科学技術振興機構 A-STEP FS ステージ  

シーズ顕在化タイプ：研究代表者 池添隆之  

「トロンボモジュリン由来新規ペプチドによる骨髄移植後合併症の新規予防注射薬の開発」 

 

 

 

 

 

 

 

 



その他 

 

1. 平成 26 年度共同研究費 / 旭化成(株）：研究代表者 池添隆之 

「トロンボモジュリン分子が持つ新規作用機序の解明」 

 

2. 平成 26 年度共同研究費/ アストラゼネカ(株）：研究代表者 河瀨成穂 

「COPD におけるアディポサイトカインに関する研究」 

 

3. 高知医療再生機構 平成 26 年専門医等養成支援事業：代表者 横山彰仁 

 

4. 高知医療再生機構 平成 26 年度指導医資格取得支援事業：代表者 大西広志 

 

5. 高知医療再生機構 平成 26 年度指導医資格取得支援事業：代表者 酒井瑞 

 

 

 

 

 

受賞 
 

1. 酒井 瑞： 

高知大学医学部 第 13 回 KMS Research Meeting 特別賞受賞(医学部同窓会賞) 

Efficacy and safety of chemotherapies for advanced non-small cell lung cancer patients 

with interstitial pneumonia 

 

 

 

 


